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地域行事も復活です 

勉強や部活動、学校行事等を自分の成長のために行うことはもちろん大切で

すが、それだけではなく、「地域のために、学校のために、仲間のために」を

考えながら行動することは、人を成長させる上で、とても意義のあることだと

思います。 

さて、私事ながら、14日（日）に内子運動公園で行われた廿日市運動会に地

域の一員として参加しました。４年ぶりの開催となりましたが、地域にお住ま

いの皆さんと顔を合わせ、体を動かしながら、楽しい時間を過ごすことができ

ました。生徒や保護者の皆さんも多数参加され、運動会を盛り上げていたこと

を、とても嬉しく思いました。 

また、20日（土）には、うちこ子どもフェスティバルが開催されました。本

校からも、理科の先生が参加し、子どもたちに楽しい催しを実施してもらいま

した。今年度は、夜市、夏祭り、笹踊り、地方祭を始め、３年間中止したり、

規模を縮小して実施したりしていたことが復活すると思われます。 

生徒や保護者の皆さんには、地域の一員として、地域行事にも積極的に参加

し、みんなで楽しみながら、故郷を誇りに思える取組を続けてほしいと思って

います。 

生徒総会を行いました 

５月 23日（火）に、第１回生徒総会を行いました。開催に向けて、生徒会

役員、議長団が十分な準備をし、スムーズに実施することができました。 

また、話合いでは、「学校生活をより良くするために」をテーマに、「学校に

置いて構わない勉強道具＝置き勉」や「学校への要望」を議題に取り上げ、熱

心に意見交換することができました。今年度が始まって、まだ１か月余りです

が、１年生を含め、内中生の成長を感じられる有意義な時間となりました。 

   

   



ブロック結団式で盛り上がりました   

生徒会役員と麟華（りんが）・鬼神（きしん）、両ブロックの３年生、そして

それを支える２年生の演出による、すばらしいパフォーマンスが繰り広げられ

ました。抽選の結果、ブロックカラー黄色の麟華ブロックは、３年１組、２年

２組、１年１組、ブロックカラー赤色の鬼神ブロックは、３年２組、２年 1

組、１年２組に決定しました。体育大会やブロックマッチで、競い合い高め合

う活動が見られることを楽しみにしています。 

   

   

今年度も朝ボランティアを頑張っています 

今年度も、多くの生徒が朝早く登校し、生徒会本部役員、生活委員会、人権

委員会による挨拶運動、美化委員会による清掃活動、エコ委員会による、アル

ミ缶とペットボトルキャップの回収を行っています。 

また、毎月行っているアルミ缶とペットボトルキャップの回収は、地域に還

元できるボランティアであり、毎年、回収で得た収益金を年度末に内子町役場

を通じて、福祉関係のことに使わせていただいています。今月も、本日から 26

日（金）まで行っていますので、御協力をお願いいたします。            

教職員のつぶやきコーナーより（総体を楽しもう）  

今週は、市郡総体に向けたメッセージをつぶやきました。私の経験を基に、

心掛けてほしいことを紹介しています。御一読ください。 

いよいよ来週に、市郡総体が行われます。今回は、私からのメッセージを送

ります。 

スポーツには流れがあります。感謝の気落ちを持って、素直に、一生懸命プ

レイするチームには、必ず良い流れがやってきます。 

負けていても、ミスをしても大丈夫です。皆さんには共に汗を流してきた仲

間がいます。1点 1点を喜び、1プレイ 1プレイを盛り上げ、笑顔で戦ってき

てください。 

全員で総体を楽しみ、最高のプレイと笑顔が見られることを楽しみにしてい

ます。                        

 


